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史
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号
）

　
本
特
集
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
知
識
人
と

同
時
代
の
政
治
に
関
す
る
、
五
人
の
論
者
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。

報
告
一
　
ハ
ラ
ル
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
纓
田
宗
紀
訳
）「
マ
リ
ア

か
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
か
　
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
に
お
け
る
ル
ネ

サ
ン
ス
の
学
識
」［H

arald M
üller, M

aria oder M
inerva! 

G
edanken zur R

enaissance-G
elehrsam

keit im
 

Benediktinerkloster

］

報
告
二
　
皆
川
卓
「
西
暦
一
五
〇
〇
年
前
後
の
西
南
ド
イ
ツ
に
お

け
る
人
文
主
義
者
、
政
治
と
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」［Taku 

M
inagaw

a, H
um

anists, Politics, and R
egional Identity 

in South-W
est G

erm
any around 1500 AD

］

報
告
三
　
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
（
渡
邉
裕
一
訳
）「
修
道

士
ロ
ベ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
者
た
ち
、
ク
レ
ル
モ
ン

の
宗
教
会
議
（
一
〇
九
五
年
）」［G

eorg Strack, M
onachus 

Robertus, die italienischen H
um

anisten und das K
onzil 

von Clerm
ont (1095)

］

報
告
四
　
イ
ェ
シ
カ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
（
阿
部
ひ
ろ
み
訳
）「
ル
ネ
サ
ン

ス
期
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地
方
の
学
識
者
―
「
学
芸
」
と
政
治
の
間
で
：

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
タ
レ
ン
テ
ィ
の
ケ
ー
ス
―
」［Jessika N

ow
ak, 

Lom
bardische G

elehrte in der R
enaissance zw

ischen 
artes  und Politik: D

er Fall des Rolando Talenti

］

報
告
五
　
村
瀬
天
出
夫
（
簗
田
航
訳
）「
錬
金
術
と
終
末
論
：
ド

イ
ツ
の
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
者
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ク
と
彼
の
救
済

史
観
」［Am

adeo M
urase, A

lchem
ie und Eschatologie. 

D
er deutsche P

aracelsist P
aul L

inck und seine 
H

eilsgeschichte

］

　
序

小
　
澤
　
　
　
実

▪
特
集
　
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
・
知
識
人
・
政
治
▪
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序
（
小
澤
）

　
報
告
一
の
ハ
ラ
ル
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
）
は
、

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
近
郊
の
オ
ッ
ト
ー
ボ
イ
レ
ン
修
道
院
の
修
道
士
ニ

コ
ラ
ウ
ス
・
エ
レ
ン
ボ
ク
に
焦
点
を
当
て
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
修

道
士
と
修
道
院
に
お
け
る
人
文
主
義
知
の
あ
り
方
を
位
置
付
け
る
。

報
告
二
の
皆
川
卓
（
山
梨
大
学
）
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
一
部
を

な
す
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
に
お
け
る
複
数
の
地
域
史
記
述
に
注
目
し
、

そ
れ
ら
を
記
述
し
た
人
文
主
義
者
ら
の
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
創

出
戦
略
を
描
出
す
る
。
報
告
三
の
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
（
マ

ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
）
は
、
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
に
よ
る
著
名
な
十

字
軍
演
説
を
伝
え
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
修
道
士
ロ
ベ
ー
ル
の
記
述

を
検
討
し
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
ビ
オ
ン
ド
と
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ア
ッ
コ
ル

テ
ィ
と
い
う
二
人
の
人
文
学
者
が
そ
の
記
述
を
い
か
に
操
作
し
て
い

た
の
か
を
提
示
す
る
。
報
告
四
の
イ
ェ
シ
カ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
（
ヴ
ッ
パ

ー
タ
ー
ル
大
学
）
は
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
出
身
の
「
無
名
の
」
人
文

主
義
者
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
タ
レ
ン
テ
ィ
の
未
刊
行
書
簡
か
ら
彼
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
成
し
、
学
識
を
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で

地
位
確
保
の
た
め
に
用
い
る
人
文
主
義
者
と
い
う
類
型
を
示
す
。
報

告
五
の
村
瀬
天
出
夫
（
聖
学
院
大
学
）
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
者

の
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ク
を
取
り
上
げ
、
自
然
科
学
テ
ク
ス
ト
と
そ
こ
に

内
包
さ
れ
る
終
末
論
的
思
想
の
創
出
が
、
い
か
に
同
時
代
の
宗
派
化

や
政
治
化
を
反
映
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ら
五
本
の
報
告
か
ら
な
る
本
特
集
の
趣
旨
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス

期
に
お
け
る
知
識
人
の
知
的
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
と
い
う
営
み
に
焦
点

を
あ
て
る
と
と
も
に
、
そ
の
知
的
行
為
を
、
同
時
代
の
政
治
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
中
で
読
み
解
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
日
本
で
も

多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
引
く
絢
爛
た
る
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

知
識
人
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
本
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
文

主
義
的
教
養
を
持
つ
知
識
人
は
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
ビ
オ
ン
ド
な
ど
を

除
け
ば
無
名
の
部
類
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
五
本

の
報
告
を
読
み
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
第
一
に
、
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
人
文
主
義
思
想
が
ア

ル
プ
ス
を
超
え
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
、

第
二
に
、
そ
う
し
た
人
文
主
義
思
想
を
受
容
し
彫
琢
し
て
い
た
「
無

名
の
」
数
多
く
の
人
文
主
義
者
が
各
地
に
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
彼

ら
の
テ
ク
ス
ト
は
本
人
に
そ
の
意
図
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
時
代
の
小
刻
み
な
政
治
動
態
の
中
で
生
成
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
古
代
テ
ク
ス
ト
の
再
発
見
や
ア
ジ
ア
と
新
大
陸
か
ら

の
新
情
報
の
流
入
で
共
通
知
が
再
構
築
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
書
簡
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
論
争
さ
れ
る
べ
き
基
盤
情
報
と
な

し
、
同
時
代
の
君
主
の
動
向
と
連
動
す
る
形
で
宗
派
対
立
が
先
鋭
化

し
、
イ
エ
意
識
や
お
ら
が
村
か
ら
国
家
水
準
に
至
る
ま
で
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
意
識
の
高
ま
っ
た
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
に
お
い
て
、
学
知
は
武
器
と
な
っ
た
。
学

知
は
直
接
的
に
「
役
に
立
つ
」
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
講
演
で
用
い
ら
れ
て
い
る
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を

イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
呼
ん
で
良
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
世
の
観
点
で
意
味
が
あ
る
と

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
理
解
を
進
め
る
従
来
の
哲
学
史
、
精
神
史
、
概
念

史
な
ど
に
比
べ
、
同
時
代
の
基
準
に
沿
っ
た
価
値
観
を
反
映
し
た
思

想
や
テ
ク
ス
ト
の
動
態
性
や
そ
れ
を
条
件
づ
け
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す
る
。
こ
う
し
た
思
想
史
研
究
は
、
歴
史
学
部
の
中

に
常
勤
講
座
を
設
け
、
そ
こ
に
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
専
門
家
と
し
て
自
ら
を
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
研
究
者
を
か
か
え
て

い
る
海
外
で
は
す
で
に
一
般
的
な
共
有
財
産
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
日
本
で
も
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ラ
イ
・
小
澤
編
『
知
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ

ス
：
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
）
や
ヒ
ロ
・
ヒ
ラ
イ
が
監
修
す
る

bibliotheca herm
etica

叢
書
（
勁
草
書
房
）
な
ど
は
そ
の
成
果

の
一
部
で
あ
ろ
う
し
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
西
欧
ル
ネ
サ
ン

ス
の
世
界
性
と
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
」（
課
題
番
号

25284022

・
代
表
：
根
占
献
一
）
で
の
幾
つ
も
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

日
欧
の
研
究
者
の
交
流
を
格
段
に
広
げ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
テ
レ

ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
対
象
と
な
る
の
は
、
欧
米
や
前
近
代

に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
近
世
中
国
や
近
代
日
本
で
も
適
用

可
能
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
（
小
澤
編
『
近
代
日
本
の
偽
史
言
説
：

歴
史
語
り
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
年
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
特
集
も
、
そ
の
よ
う
な
研
究
潮

流
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
特
集
は
、
二
〇
一
七
年
二
月
二
〇
日
に
、
早
稲
田
大
学
戸
山

キ
ャ
ン
パ
ス
三
三
号
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
テ
ク
ス
ト
、
知
識
人
、
政
治
」（Texte, 

G
elehrte und Politik im

 Zeitalter der R
enaissance

）
で

の
報
告
に
基
づ
く
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費

基
盤
研
究
（
Ａ
）「
中
近
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
多
元
性
と
グ
ロ
ー

バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ
の
視
角
」（
課
題
番
号25244035

・
代
表
：
甚

野
尚
志
）
が
主
催
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
中
世
盛
期
教
皇
庁

の
統
治
戦
略
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
の
転
換
」（
課
題
番
号25284144

・

代
表
：
池
上
俊
一
）
が
共
催
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。
中
世
教
皇

庁
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
ド
イ
ツ
か
ら
来
日
し
て
い
た

ハ
ラ
ル
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー
、
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
、
イ
ェ
シ
カ
・

ノ
ヴ
ァ
ク
三
名
の
招
聘
研
究
者
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
研
か
ら

皆
川
卓
と
村
瀬
天
出
夫
の
そ
れ
ぞ
れ
を
報
告
者
と
し
て
推
薦
し
た
。

最
初
の
挨
拶
は
主
催
を
代
表
し
て
甚
野
尚
志
（
早
稲
田
大
学
）
が
、

終
わ
り
の
挨
拶
は
共
催
を
代
表
し
て
小
澤
が
行
っ
た
。

　
当
日
は
、
若
手
研
究
者
の
協
力
に
よ
り
報
告
原
稿
の
翻
訳
も
用
意

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
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討
議
や
研
究
者
間
の
交
流
は
、
合
間
合
間
に
あ
る
カ
フ
ェ
ブ
レ
イ
ク

や
シ
ン
ポ
終
了
後
の
ワ
イ
ン
バ
ー
で
の
懇
親
会
で
も
続
い
た
。
中
世

思
想
や
教
会
史
の
専
門
家
で
あ
る
主
催
者
側
代
表
の
甚
野
は
、
か
つ

て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
に
留
学
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
報
告
者
の
紹
介
や
当
日
の
挨
拶
の
み
な
ら
ず
、

会
場
準
備
か
ら
懇
親
会
設
定
に
至
る
ま
で
大
変
な
労
を
割
い
て
い
た

だ
い
た
。
充
実
し
た
内
容
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
に
導
い
た
報
告

者
と
訳
者
に
最
大
限
の
感
謝
を
す
る
と
と
も
に
、
大
学
時
代
の
恩
師

の
一
人
に
こ
の
よ
う
な
無
理
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
頭
を
垂

れ
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
特
集
は
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
前
近
代

海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：
河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」（
課
題
番
号19H

00546
・
代
表
：

小
澤
実
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


